
図書電子システムの
使い方

1．図書電子システムの概要
2．パソコン、バーコードスキャナの使い方
3．実際の貸し出し・返却業務
4.蔵書・ビデオ等の検索



1．図書運用電子システムの概要

なにができるの？

� パソコンとバーコードスキャナ、書籍ID・ユーザーID

として機能するバーコードを使って図書やビデオの
貸し出し、返却行い、蔵書の管理、検索などが容易
にできます。公共の図書館での利用者カードによる
貸し出しと同じようなシステムです。



書籍バーコード、利用者カード



運用システムを準備する その１

� 1．ノートパソコン；Dell Inspiron を起動する

� 2．Widows XP が起動したら、図書電子シス

テムでログインしてください。データの保護の
観点からパスワードは当日図書委員までお
問い合わせください。

� 3．バーコードスキャナーをUSBポートにつな

ぐ。



運用システムを準備する その２
�ディスクトップ上の文籍（Toshogyomu)アイコ

ンをダブルクリックして起動する。



文籍起動画面



貸し出し業務 その１
� 文籍 (Monjack) windowのメニューの中貸し出し返却（１）ボタンをク
リックする



貸し出し業務 その２

貸出ボタンをク
リックして貸出
機能の準備を
します。



貸し出し業務 その２



貸し出し業務 その4

これで貸し出し業務の準備が整いました。では、実際に貸し出しをして
みましょう。



貸し出し業務 その５ 手順

手順

1．利用者フォルダーから、クラス単位で分類されている個人を特定し、利用者利用者利用者利用者
バーコードバーコードバーコードバーコードをスキャンする。

2．蔵書蔵書蔵書蔵書IDバーコードバーコードバーコードバーコードをスキャンする。



貸し出し業務 その６ 例

斉藤校長先生が3冊、
ショー先生が2冊の本をお

借りになりたいようです。

最初に斉藤先生の利用者IDバーコードをスキャンし、次に蔵書IDバーコードを3

冊を次々にスキャンする。メニューに従ってEnterキーを押し斉藤先生の貸し出

しは終了します。この時点で、斉藤先生の貸し出し情報はパソコンに記録されま
した。同様の操作をショー先生の分にも適用します。



貸し出し業務 その7

利用者バーコードスキャン

手順手順手順手順

1．．．．利用者番号利用者番号利用者番号利用者番号のののの空欄空欄空欄空欄ににににカーカーカーカー
ソルソルソルソルをををを移動移動移動移動してしてしてして、、、、利用者利用者利用者利用者IDをををを

バーコードスキャナーバーコードスキャナーバーコードスキャナーバーコードスキャナーででででスススス
キャンキャンキャンキャンするするするする



貸し出し業務 その8

利用者IDバーコードスキャン

利用者番号のに斉
藤先生の利用者番
号が入力されました。

同時に所属、利用者
が入力されました。



貸し出し業務 その9

蔵書IDバーコードスキャンする

貸し出し資料ウィンドー
に蔵書番号と蔵書名が
次々に入力されます。

手順手順手順手順

登録番号登録番号登録番号登録番号のののの空欄空欄空欄空欄ににににカーソルカーソルカーソルカーソルをををを
移移移移しししし、、、、蔵書蔵書蔵書蔵書IDバーコードバーコードバーコードバーコードをををを

バーコードスキャナバーコードスキャナバーコードスキャナバーコードスキャナででででスキャンスキャンスキャンスキャン
するするするする



貸し出し業務 その9

斉藤先生斉藤先生斉藤先生斉藤先生のののの貸貸貸貸しししし出出出出しししし処理処理処理処理をををを終了終了終了終了するするするする

手順手順手順手順

Enterキーキーキーキーをををを押押押押してしてしてして斉藤先生斉藤先生斉藤先生斉藤先生

のののの貸貸貸貸しししし出出出出しししし処理処理処理処理をををを終了終了終了終了するするするする。。。。



貸し出し業務 その10

貸し出しの最初の画面にもどる

入力されていた情報がク
リアされる。ソフトウェア
に斉藤先生の貸し出し情
報は記録されている。



貸し出し業務 その11

複数利用者の貸出業務

貸出業務 その７から９
を繰り返す。ショー先生
の利用者IDバーコード

をスキャンし、次に蔵書
IDバーコードを２冊を

次々にスキャンする。



貸し出し業務 その12

複数利用者の貸出業務

ショー先生の利用者ID番

号、所属、利用者名が入
力され、次に貸出蔵書の
資料がWindow内に入

力されました。

メニューに従っ
てEnterキーを

押しショー先生
の貸し出しは終
了します。



貸し出し業務 その13

貸し出しの最初の画面にもどる

入力されていた情報がク
リアされる。ソフトウェア
にはショー先生の貸し出
し情報は記録されている。
もちろん斉藤先生の貸し
出し情報も引き続き記録

されている。



返却業務 その1貸出返却の最初の画面にもどる

返却ボタンをクリックして、
返却業務機能を有効に
する。もしくは、閉じるを
クリックして、文籍初期メ
ニューウィンドーに戻り、
貸出返却ボタンをクリッ

クする。



返却業務 その2貸出返却の最初の画面にもどる

登録番号にカーソル
を移動し、返却された
蔵書のバーコードを
次々にスキャンする。

返却時には利用者ID

バーコードは無関係



返却業務 その３ 返却の例

返却蔵書をスキャ
ンするたびに返却
情報が記録される。



返却業務 その4 返却の例

職員の返却箱に
入っていた蔵書
は4冊で、その冊

数スキャンしたの
で、返却業務は
終了です。

閉じるをクリックし
て、文籍初期メ
ニューウィンドー
に戻ります。



貸出業務の実際について

�今回は説明の便宜上、貸出→返却 といった
流れで説明しましたが。本格運用になった場
合は返却→貸出の作業の流れになります。



蔵書・ビデオ検索
蔵書・ビデオ
の有無の検索
ができます。



資料検索メニュー

書名や著書名
を空欄に入力
することにより、
資料があるか
どうか検索が
できます。



蔵書管理 貸出中資料

？？？？
ショー先生はまだ
一冊貸し出し中
だったけど



蔵書管理 貸出中資料

貸出中の
蔵書が分
かる



蔵書管理 貸出中資料の例

実際はパスワードプロテクトされているので、当面の間
この機能は使えません。



図書運用システムのまとめ

�貸出業務は非常に簡単です。

�資料の有無を検索できます。

�貸し出し期間を過ぎると、督促状がでます。

�貸出中資料の予約機能もあります（貸出業務
が順調であれば、随時追加運用します）。

�図書運用システム上要のデータ操作はパス
ワードプロテクトしてあります。


